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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  新居浜市立多喜浜小学校                       

  種 別 □保育園・幼稚園  ■小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒792－0893     

       愛媛県新居浜市多喜浜五丁目７番 34号                              

  E-mail  thme-ad@esnet.ed.jp                      

  Website  http://takihama-e.esnet.ed.jp/cms/                     

  児童生徒数  男子  82   名  女子  59  名  合計  141 名 

        児童・生徒の年齢 6 歳～ 12 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 □ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

■ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

１ テーマ（主題） 「多喜浜塩田を未来に伝えよう」 

 

２ 主な活動内容について 

（ねらい） 

  ・ ６年間の学習プログラムを通して、地域への誇り、地域の一員としての

自覚を育てる。 

・ 人と関わりながら、問題を解決する力を身に付ける。 

  ・ 他の学校、関係団体との学習や交流を通じて、コミュニケ―ション能力

を育てる。 

 

 

（活動の実際） 

 １年 ビッグ塩田かるたをしよう 

１年生は、先輩方が作った塩田かるたが大好きである。 

生活科の時間に体育館でビッグ塩田かるたをした。自分の 

体くらいある大きい絵札を持ち上げて「取りましたー！」と 

元気な声が響いた。 

保護者も一緒になり、子どもたちは、塩田かるたを通して、 

楽しみながら多喜浜塩田を知ることができた。 

 

 

 ２年 まち探検に出かけよう 

２年生は、生活科の時間に多喜浜のまち探検をした。多喜 

浜塩田のシンボルであるアツケシソウを保護している岡田様 

宅を訪問し、実物のアツケシソウを見ながらお話を聞いた。 

多喜浜がアツケシソウの日本における自生地の最南端であ 

ることなどを驚きをもって、知ることができ、多喜浜塩田に 

触れることができた。 

   

 

３年 塩はかせになろう 

塩についてのブックトークを学校司書の先生にしていただ 

いた。子どもたちは、塩の話や塩の実験を通して、「塩のひみ 

つ」に大変興味もち、それぞれが課題を設定して、図書の資 

料などを活用して、より深く調べることができた。 

   

 

４年 多喜浜の昔や塩田を知ろう 

 ４年生は、塩の学習館で塩づくり体験をしたり、多喜浜公 

民館の２階にある塩田資料を見学したりして、塩田に関する学習を深めている。 

      

 

 

 
塩田かるたの様子 

 
まち探検の様子 

  

 
ブックトークの様子 



 3 

地域の方から教えていただいた「かしょい」（厳しい塩田作 

業の中から生まれた言葉で、加勢する、助け合うという意味） 

に感動し、その精神文化を大切にしていこうと、取り組んでい 

る。 

   

 

  ５年 目指せ！塩田マイスター 

  毎年、多喜浜地区以外での塩づくりの見学へ出かけている。今 

年度は、１１月に「宇多津町産業資料館」を訪れ、実際に入浜 

式塩田で塩づくりの作業体験をしたり、塩田施設や資料コー 

ナーを見学したりした。日頃の多喜浜での塩田についての学習 

とは異なった体験活動をすることができ、塩に対する理解がさ 

らに深まった。 

 

 

６年 ともに生きる ～ふるさと多喜浜～ 

多喜浜塩田で使っていた道具や器をつくるために誕生した多 

喜浜焼は、今も地域の方々によって、引き継がれている。６年 

生は、この多喜浜焼を実際に作ることで、その素晴らしさを 

知り、伝統継承に努めている。 

  でき上がった作品は日常生活で使用できる丈夫な物であり、 

作品づくりを通して、改めて、先人の偉大さを知ることができ 

た。 

また、学習したことを発信する活動にも努めており、２月に 

 は、代表児童が新居浜市のＥＳＤフェスティバルにおいてポス 

ターセッションに参加し、多くの聴衆の前でしっかりと発表することができた。 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

■ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 

  
塩田資料の見学 

 
体験活動の様子 

 
多喜浜焼制作の様子 

 

 

 

多喜浜焼きの制作 


